
第９回南丹市スポーツ少年団
レクリエーション交流会

8月29日、るり渓温泉でスポー
ツ少年団の交流会が開催され、
153人がバーベキューや遊びを
通じ絆を深めました。
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　7月26日、南丹市立中央図書館で「学び
の南丹　中央図書館夏のお楽しみ会 日本画
家猪熊佳子さんから絵を学ぼう！！掛け軸
をつくろう！」が開催されました。
　当日は、京都市出身の日本画家・猪熊佳
子さんを講師に迎え、筆の使い方や色の表
現などを教わりながら、南丹市の動物や木
を題材に思い思いの絵を制作。完成した作
品は掛け軸に仕立てられ、自分だけの作品
として持ち帰りました。
　参加者は、猪熊さんの丁寧な指導を受
け、楽しみながら作品づくりに取り組みま
した。日本画の魅力や絵を描く楽しさを感
じる、夏の思い出となりました。

　7月31日、胡麻基幹集落センターで「ご
まっこオープンデー」が開催されました。
　この日の目玉の一つとなったのが、地域
の皆さんから寄せられた胡麻地域にまつわ
る問題を使った「ごまっこクイズ大会」。身
近な地域に関する問題に、こどもたちは楽
しみながら挑戦。改めて胡麻のことを学ぶ
機会となりました。
　ほかにも、夏休みの宿題やカレーライス、
スイカ割り、かき氷などを楽しみ、地域の
方たちとの交流を深めました。地域の皆さ
んの協力と温かい見守りの中、こどもたち
の笑顔があふれる一日となりました。

地
域
み
ん
な
で
夏
休
み
を
楽
し
む

ご
ま
っ
こ
オ
ー
プ
ン
デ
ー

▲クイズに挑戦するこどもたち

　8月29日、「第9回南丹市スポ 
ーツ少年団レクリエーション交流
会」がASOBIYUKU京都るり渓温
泉で開催されました。
　当日は市内8つのスポーツ少年
団から、小学1年生から中学3年
生までの団員116人をはじめ、指
導者や役員ら総勢153人が参加し
ました。
　午前中に行われたオリエンテー
ションでは、グループごとに自己
紹介を実施。最初は緊張気味だっ
た子どもたちも、言葉を交わすう
ちに少しずつ打ち解けていきまし
た。
　昼食には美味しいバーベキュー
を囲み、賑やかな会話とともに
交流を深めました。午後からのレ
クリエーションや自由時間には、
じゃんけんゲームやエリア内の遊
具で思い切り体を動かし、会場に
は終始弾けるような笑顔と歓声が
響き渡りました。
　競技や所属団体の垣根を越えて
仲間と深く繋がり、今後の活動へ
の糧となる充実した一日となりま
した。
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▲スポーツで繋がる仲間たち

▲真剣に筆を走らせる参加者
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熊
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け
軸
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り
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▲自作の歌で環境への思いを届ける五美さん

　8月8日、南丹市八木市民センターで
「学びの南丹 五美ひろえさんトーク＆ラ
イブ～五美としてパパとして～」が開催
されました。
　当日は、南丹市で「ポイ捨てのない南
丹市」を目指して活動する五美ひろえさ
んが講師を務め、ごみや環境について
トークを繰り広げました。自身の活動を
通して感じたことや、身近なごみの問題
について、子どもにも分かりやすく紹介。
　後半は、五美さんが自作した「捨てな
いで」をはじめとする楽曲を披露。トーク
とライブを通して、ごみを捨てないこと
や環境を大切にすることについて楽しく
学ぶ機会となりました。

楽
し
く
学
ぶ 

ご
み
と
環
境
の
こ
と

学
び
の
南
丹
「
五
美
ひ
ろ
え
さ
ん
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」

　8月1日、南丹市日吉生涯学習センター
「遊youひよし」で、「南丹市の地域づくり
とこれからを語ろう」が開催されました。
　当日は、地域おこし協力隊の活動報告
をはじめ、「学生との連携で地域をさら
に元気に」をテーマに、集落の維持・再
生や地域活性化に向けた事例が紹介され
ました。
　座談会では、活動報告や事例紹介を踏
まえ、これからの地域づくりについて意
見を交わしました。
　地域で活動する人たちの思いや取り組
みを共有し、地域の未来をみんなで考え
る機会となりました。

▲左から…西村市長、土志田代表取締役社長

　８月21日、南丹市と株式会社タニタ
ヘルスリンクは健幸まちづくりの推進に
向けた包括連携協定を締結しました。
　市民や市内に通勤・通学する人の健
康寿命の延伸や健幸づくりを支援するた
め、デジタル技術や健康データの活用な
ど、さまざまな分野で連携します。第一
弾として「なんたん健幸ポイント事業」を
推進し、健康状態の見える化や健幸づく
りの継続を支援します。
　今後も、企業や職場との連携などを含
め、健幸なまちづくりに取り組んでいき
ます。
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携
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▲地域づくりへの思いを語る参加者
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▲水筒に冷たい水を補給する児童

　児童生徒がいつでもこまめに水分
補給可能な環境を整えるため、熱中
症対策の一環として 市内小中学校に
ウォーターサーバーを設置しました。
　体育や部活動、夏場の暑い日などで
は、水筒の飲み物を飲み干してしまう
こともあります。水筒を複数本準備す
ることは、荷物の量や重さの面からも
難しい状況であることから、 学校で水
分を補給できるよう、水道直結の浄水
型ウォーターサーバーを設置したもの
です。
　これからも、児童生徒が安心して学
校生活を送ることができるよう、環境
整備に取り組んでいきます。

学
校
で
こ
ま
め
に
水
分
補
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小
中
学
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に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置
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～うつらない・うつさないために今日からできること～
　インフルエンザや新型コロナウイルス感染症は、誰でも感染する可能性があります。
　一人ひとりのちょっとした心がけが、自分や家族、周りの大切な人を守ることにつなが
ります。

インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症

01　
手
を
き
れ
い
に

　
「
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
ま
ず
手
洗
い
」

　
外
出
先
か
ら
戻
っ
た
と
き
や
食
事
の
前
な
ど
は
、
石
け
ん
と
流

水
で
丁
寧
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
手
洗
い
が
難
し
い
と
き
は
、
手
指
消
毒
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

02　
空
気
を
入
れ
替
え
る

　
「
こ
ま
め
な
換
気
を
習
慣
に
」

　
室
内
で
は
、
窓
を
開
け
る
な
ど
し
て
換
気
し
ま
し
ょ
う
。
換
気

の
コ
ツ
は
、
対
角
線
上
に
あ
る
２
か
所
の
窓
を
開
け
て
、
空
気
の

と
お
り
み
ち
を
作
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
窓
が
１
つ
し
か
な
い
場

合
は
、
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
て
扇
風
機
な
ど
を
窓
の
方
向
に
向
け

て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

03　
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い

　
「
咳
・
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

　
周
り
へ
の
配
慮
を
」

　
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

で
口
と
鼻
を
覆
う「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
発
熱
、
咳
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
無
理

に
外
出
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

Ｑ1. インフルエンザと新型コロナは、予防方法が違うの？
Ａ．基本的な感染症対策には共通するものがあります。
　　�手洗い、換気、咳エチケット、体調不良時の配慮など、日頃からできる対策を続けることが
大切です。

Ｑ2. 症状が出たら、どうすればいい？
Ａ．まずは無理をせず、周囲への感染を広げないようにしましょう。
　　�発熱や咳、のどの痛みなどがある場合は、外出を控えるなど周囲に配慮しましょう。医療機
関を受診する場合は、事前に受診方法を確認すると安心です。

Ｑ3．ワクチンについて知りたいときは？
Ａ．市役所の広報やHP、医療機関などで最新情報を確認しましょう。
　　�10月から高齢者については、インフルエンザ・新型コロナワクチン定期接種が始まります。
左のページで詳細をご覧ください。その他の年代の方については、任意接種となります。

手洗い　＋　換気　＋　咳エチケット・体調管理
毎日の生活の中で、できる対策を無理なく続けましょう

「できることから」が、感染症予防の第一歩！
感染症から、自分と大切な人を守りましょうよくある Q＆Aよくある Q＆A
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今年度も高齢者等を対象にインフルエンザ・新型コロナワクチン定期接種を実
施します。下記の内容をよく読んで、個人の判断により接種してください。

接種期間は現時点（令和8年9月）での予定で、終了日を変更する場合があります。開始
日、終了日は医療機関によって異なりますので、直接医療機関にお問い合わせください。

令和8年度南丹市
高齢者インフルエンザ・新型コロナワクチン定期接種について

●　船井医師会実施協力医療機関　●
※予防接種により実施状況が異なります。○がついている医療機関にお申し込みください。

 問い合わせ先　福祉保健部健幸まちづくり課　℡（０７７１）６８─００１６

高齢者インフルエンザ 新型コロナワクチン
１．接種期間 10月1日(木)～12月31日(木) 10月1日(木)～令和９年1月31日(日)
２．自己負担金 1,500円 4,500円
３．対象者 ●対象者：南丹市に住民登録があり、以下の①、②のどちらかに当てはまる方

①65歳以上の接種希望者(接種日に65歳以上の方)
②60歳以上65歳未満で、「心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能」に自己の身辺の日
常生活が極度に制限される程度の障害を有する方及び、ヒト免疫不全ウイルスに
より免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方で接種を希望
される方。

４.　申込方法 船井医師会実施協力医療機関（下記参照）に直接お申し込みください。
５．�船井医師会実施医

療機関以外での接
種の場合

※下記の医療機関以外での接種を希望される方は、医療機関によっては公費での
接種を受けていただけない場合があります。必ず接種するまでに健幸まちづくり
課までお問い合わせください。

６．接種費用の免除 生活保護を受けている方は接種費用が免除されます。
必ず事前に健幸まちづくり課に申請が必要です。

（なお、支所窓口でも申請はできますが、予診票の当日発行はできません。）

医療機関名 インフルエンザ 新型コロナ 医療機関名 インフルエンザ 新型コロナ
川西診療所 ⃝ ⃝ 胡麻佐野診療所 ⃝ ⃝
げんの耳鼻咽喉科 ⃝ 藤岡五ヶ荘診療所 ⃝ ⃝
園部病院 ⃝ ⃝ 吉田医院 ⃝ ⃝
高屋こども診療所 ⃝ 明治国際医療大学附属病院 ⃝ ⃝
冨井内科医院 ⃝ ⃝ 南丹みやま診療所 ⃝ ⃝
西田医院 ⃝ ⃝ 美山林健センター診療所 ⃝ ⃝
仁丹医院 ⃝ ⃝ 美山四季の里診療所ＳＤ ⃝ ⃝
広野医院 ⃝ ⃝ 松原医院 ⃝ ⃝
南八田診療所 ⃝ 丹波笠次病院 ⃝ ⃝
京都中部総合医療センター ⃝ ⃝ 国保京丹波町病院 ⃝ ⃝
きむら診療所 ⃝ ⃝ 国保京丹波町病院質美診療所 ⃝
山田医院 ⃝ ⃝ 国保京丹波町病院和知診療所 ⃝ ⃝
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第
１
部
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
で
は
、
８
月

で
任
期
を
終
え
る
９
期
生
の
矢
野
隊
員

が
、
三
年
間
取
組
ん
で
き
た
、
南
丹
市

の
イ
ベ
ン
ト
や
移
住
、
グ
ル
メ
・
観
光

情
報
等
を
網
羅
し
た
サ
イ
ト「
い
い
ね
！

な
ん
た
ん
」の
紹
介
と
そ
の
効
果
の
分
析

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
年
間
3
4
0

日
更
新
し
、
閲
覧
数
を
伸
ば
し
た
こ
と

や
、
今
後
の
展
望
を
報
告
し
ま
し
た
。

11
期
生
の
舩
本
隊
員
は
、
地
域
の
伝
統

食
の
掘
り
起
こ
し
や
、
ジ
ビ
エ
や
野
菜

を
活
か
し
た
レ
シ
ピ
づ
く
り
、
地
元
の

方
か
ら
引
き
継
い
だ
粉
山
椒
づ
く
り
な

ど
、
一
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
9
月
か
ら
着
任
予

定
の
12
期
生
、
大
八
木
さ
ん

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
89
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
南
丹
市
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

令
和
８
年
８
月
１
日
に
、
日
吉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
遊
Y
o
u
ひ
よ
し
）で

「
令
和
８
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
及
び

地
域
活
性
化
の
取
組
の
報
告
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、「
南
丹
市
の
地
域
づ
く
り
と

こ
れ
か
ら
を
語
ろ
う
」と
題
し
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
集

落
支
援
員
が
合
同
で
行
っ
た
報
告
会
で

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告

（
第
１
部
）と
集
落
支
援
員
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
た
地
域
の
取
組
報
告（
第
２
部
）、

座
談
会（
第
3
部
）の
三
部
構
成
で
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
、
地
域
と
大
学
が
連
携
し
た

活
動
の
様
子
を
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
紹
介

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
90
名
が
参
加
さ
れ
、
皆
さ

ん
と
て
も
熱
心
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

と
坂
本
さ
ん

も
自
己
紹
介

を
行
い
ま
し

た
。

　

第
２
部
で

は
、「
学
生
と

の
連
携
で
地

域
を
さ
ら
に
元
気
に
」を
テ
ー
マ
に
、
二

つ
の
地
域
が
活
動
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
木
町
の
刑
部
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、

京
都
大
学
大
学
院
工
学
部
と
一
緒
に
、

地
盤
調
査
や
収
穫
祭
を
す
る
こ
と
で
、

地
域
が
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
っ
て
い
っ

た
そ
う
で
す
。

　

日
吉
町
の
世
木
地
域
振
興
会
は
、
京

都
教
育
大
学
と
行
っ
た
地
質
学
の
散
策

ツ
ア
ー
や
、
子
ど
も
向
け
の
科
学
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
、
ま
た
、
龍
谷
大
学
と

取
組
ん
だ
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
観
光
ツ
ア
ー

に
つ
い
て
、
連

携
先
の
学
生
た

ち
の
生
の
声

を
交
え
て
、
発

表
を
行
い
ま
し

た
。

　

第
３
部
の
座
談
会
は
、
た
だ
話
を
聞

く
だ
け
で
な
く
、
登
壇
者
と
参
加
者
、

参
加
者
同
士
で
、
意
見
交
換
や
情
報
交

換
が
行
わ
れ
る
場
に
な
れ
ば
と
の
思
い

か
ら
実
施
し
ま
し
た
。
５
つ
の
輪
に
分

か
れ
、
登
壇
者
へ
の
質
問
や
、
自
身
の

活
動
、
地
域
へ
の
思
い
を
自
由
に
語
り

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち

が
何
を
求
め
て
地
域
活
動
に
参
加
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
深
掘
り
の
質
問
や
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
各
自
の
活
動
に

つ
い
て
、
ど
の
輪
も
活
発
に
話
し
合
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
活
性
化
が
一
層
進
み
、

ま
た
、
こ
の
報
告
会
が
、
誰
も
が
自
由

闊
達
に
話
し
合
い
が
出
来
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▲ポスターによる活動紹介

問
い
合
わ
せ
先

集
落
支
援
員
室（
日
吉
支
所
内
）

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

いいね！
なんたんHP

第１部
地域おこし協力
隊の活動報告

第２部
刑部ふれあいサロンの発表第２部　世木地域振興会の発表

第3部　座談会
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事 例  スマートフォンが自宅でつな
がりにくくなり携帯ショップで相
談すると、据置型Ｗi-Ｆiルーターを
勧められた。「ルーター本体は約７万円だが、毎月
約２千円割り引くので実質無料」と言われて契約し
た。後日、請求明細を確認したら前月より約５千
円高かった。通信料金が別に
かかるとは聞いていなかった。
　「中途解約の場合はルーター
本体の代金を支払ってもらう」
と言われた。（70歳代男性）

118

—第105回—

据
置
型
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
が

｢

実
質
無
料
！｣ 

て
本
当
？

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　

毎
朝
、
学
校
に
元
気
な
あ

い
さ
つ
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。「
あ
い
さ
つ
は
笑
顔
で

自
分
か
ら
」を
合
言
葉
に
、
一

日
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
い
さ
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
生

活
の
様
々
な
場
面
で
、
友
達

や
先
生
、
地
域
の
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、

教
科
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
の
関

わ
り
方
も
学
習
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
本
校
で
は
、「
心
と
体
の
健

康
教
育
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分

も
相
手
も
大
切
に
す
る
た
め
に
、
自
分
の

体
や
心
を
知
り
、
そ
の
境
界
線
を
尊
重
し

て
心
地
よ
い
距
離
感
を
保
つ
こ
と
。
友
達

と
関
わ
る
と
き
に
は
、
自
分
の
思
い
だ
け

で
一
方
的
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
相
手

の
同
意
を
得
る
こ
と
で
、
無
理
強
い
し
た

り
我
慢
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
な
く
互
い
に

気
持
ち
の
良
い
関
わ
り
が
で
き
る
こ
と
な

ど
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
土
台
と

な
る
考
え
方
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た

相
手
を
無
視
し
て
自
分
の
意
見
を
押
し
通

し
た
り
、
言
い
た
い
こ
と
を
我
慢
し
て
相

手
に
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
自
分
の
意

見
や
気
持
ち
を
伝
え
る
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
学
習
し

て
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
達
と
気
持
ち
が

す
れ
違
っ
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知
識
と
し
て
よ

り
よ
い
行
動
を
学
ん
で
い
た
と
し
て
も
、

実
践
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自

分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
自
分
の
気
持
ち
を

ど
う
伝
え
た
ら
よ
い
か
と
考
え
、
そ
れ

を
実
践
し
て
い
け
る
児
童
の
育
成
を
目

指
し
、
上
手
く
い
っ
た
こ
と
も
そ
う
で
は

な
い
こ
と
も
、
経
験
と
し
て
、
今
、
子
ど

も
た
ち
の
中
に
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
本
校
の
児
童
会
目
標
は
、

「
笑
顔
の
虹
を
か
け
よ
う　
き
ず
な
つ
な

が
る
そ
の
二
っ
子
」で
す
。
笑
顔
が
生
ま

れ
る
よ
う
な
あ
た
た
か
い
関
わ
り
の
中

で
、
自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
、
全
校

の
絆
が
深
ま
っ
て
い
く
園
部
第
二
小
学
校

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
南
丹
市
立
園
部
第
二
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
塩し

お
見み　
朋と
も
子こ

「自分を大切に　相手を大切に」

●
据
置
型
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
を
利
用
す

る
に
は
、
ル
ー
タ
ー
本
体
の
購
入
と

は
別
に
通
信
契
約
が
必
要
で
す
。

し
っ
か
り
契
約
前
に
確
認
を
！

し
っ
か
り
契
約
前
に
確
認
を
！

●
毎
月
の
請
求
か
ら
機
器
本
体
の

分
割
料
金
相
当
額
を
割
り
引
く
と
、

ル
ー
タ
ー
本
体
は「
実
質
無
料
」と
な

り
ま
す
。

●
し
か
し
、
分
割
期
間
の
途
中
で
解

約
す
る
と
、
ル
ー
タ
ー
本
体
の
未
払

い
代
金
の
全
額
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

●「
実
質
無
料
」「
安
く
な
る
」な
ど
と

言
わ
れ
て
も
、
月
々
の
支
払
額
、
解

約
時
に
発
生
す
る
料
金
な
ど
も
契
約

前
に
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

●
機
器
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
挿
す
だ
け

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る

「
据
置
型
Wi-
Fi
ル
ー
タ
ー
」の
契
約
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

(独)国民生活センター
注意喚起情報

★★  
ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

お気軽にご相談ください
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お問い合わせ
第43回全国都市緑化フェア
in京都丹波実行委員会運営本部
TEL：0771-55-5017
メール：ryokka-fair@city.kameoka.lg.jp

フェア開催期間中のイベントをご紹介！
詳しくはホームページの各イベント紹介ページをご確認ください。

「京都丹波ふるさと百景」を販売中！
　美しい風景から食、エンターテイメントまで存分に楽しめる
京都丹波（南丹市、亀岡市、京丹波町）のフェアスポットを紹介
する冊子「京都丹波ふるさと百景」を販売しています。
　京都丹波の100を超えるフェアスポットを掲載中。
　ぜひこの機会に、地域の魅力再発見の旅へ、京都丹波巡りを
お楽しみください。
 販売場所 　拠点案内所など
 料金 　1,000円（税込）

シンポジウム「京都・亀岡保津川公園を100倍楽しむ！」を開催
　公園を知り尽くした設計者やアート
作家、生き物の専門家が、公園の見ど
ころを熱く語ります。トーク終了後
は、公園内で出演者等によるフィール
ドガイドを実施します。参加者には、
素敵なプレゼントも用意します。

 日時 　令和８年10月25日(日)
　　　  午後１時30分～２時30分（トーク終了時間）
 場所 　�京都・亀岡保津川公園稲穂ス

テージ
 定員 　100名
 参加費 　無料 詳しくはこちら▶

イベントカレンダーを公開中！
　いよいよ開幕した「京都丹波みどりの里まつり」！
　食農と環境そしてアートで輝く『京都丹波』をテーマに、10月
も５拠点やその周辺でたくさんのイベントを開催します。
　大人も子どもも幅広い世代で楽しめるコンテンツが盛りだく
さん！ フェア期間中のイベント情報については『イベントカレン
ダー』をご覧ください。
　緑化フェアのホームページでは、各イベントを詳し
く紹介しています。

イベントカレンダーのダウンロードはこちらから▶ ▲イベントカレンダー

盛りだくさん！10月もイベント

京都丹波 つなぐめぐるフェスタ
　京都丹波つなぐめぐるマルシェ（食品や工芸品など）、アップ
サイクルフェス（展示やワークショップなど）、こども・ティー
ンステージ（歌やダンスなど）をお楽しみください。
 日時 　令和８年10月24日(土)・25日（日）　
　　　  午前11時～午後４時
 場所 　園部公園
 参加費 　無料（物販やワークショップなどは有料）

詳しくはこちら▶



9 広報なんたん9月号

お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

で
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

１
人
に
支
給

●
支
給
順
位

（
１
）弔
慰
金
の
受
給
権
者（
配
偶

者
な
ど
）

（
２
）戦
没
者
の
子（
胎
児
を
含
む
）

（
３
）戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て

い
る
等
の
要
件
に
よ
る
）

（
４
）戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族（
甥
、
姪
等
、
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
）

●
支
給
内
容　
額
面
27
万
５
千
円

（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

●
請
求
期
間　
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
相
談
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

木
造
住
宅
耐
震
事
業
の
ご
案
内

〈
木
造
住
宅
耐
震
診
断
〉

　
地
震
に
備
え
る
た
め
、
ま
ず
ご

自
宅
の
耐
震
性
が
ど
の
程
度
あ
る

の
か
、
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
対
象

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅

・
昭
和
56
年
６
月
以
降
に
増
築
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

・
延
床
面
積
２
分
の
１
以
上
が
住

そ
ら
し
な
が
ら
離
れ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
万
が
一
ク
マ
が
襲
っ

て
き
た
場
合
は
、
頭
部
を
守
る
た

め
に
自
分
の
首
を
両
手
で
し
っ
か

り
抱
え
て
う
ず
く
ま
り
、
ク
マ
の

攻
撃
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

　
南
丹
市
で
は
ク
マ
の
捕
獲
も
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
で
ク

マ
の
生
息
数
が
増
え
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
い
生
息
域
も
拡
大
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
に

出
没
の
無
か
っ
た
集
落
で
も
出
没

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ク
マ
を
目
撃
さ
れ
た
際

に
は
各
支
所
や
農
山
村
振
興
課
ま

で
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
山
村
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
２

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金（
第
十
二
回
）

　
今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
向
け
、
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
国
か
ら

戦
没
者
等
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者　
令
和
７
年
４
月

１
日（
基
準
日
）時
点
で
、
公
務
扶

助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
人
が
い
な
い
遺
族
の
中

に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
の
期

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
、
申
請

す
る
こ
と
で
所
得
に
関
係
な
く
免

除
さ
れ
る
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
将
来
の
年
金
額

は
、
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

例
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
冬
眠
前
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

集
落
周
辺
へ
の
出
没
が
頻
発
す
る

時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
に
近
い
集
落
に
お
住
ま
い
の

方
は
常
に
ク
マ
の
出
没
を
意
識

し
、
ク
マ
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
家

屋
や
倉
庫
な
ど
の
夜
間
の
戸
締
り

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
収

穫
し
な
い
柿
や
栗
は
ク
マ
を
お
び

き
寄
せ
る
誘
因
物
と
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
除
去
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ク
マ
は
主
に
夜
間
や
薄
暮
時
に

行
動
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
も
し
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
ク
マ
は
逃
げ
る
も
の
を

追
い
か
け
攻
撃
す
る
習
性
が
あ
る

の
で
、
ク
マ
か
ら
目
を
離
さ
ず
ゆ

っ
く
り
と
後
退
し
た
り
、
持
ち
物

を
地
面
に
置
い
て
ク
マ
の
注
意
を

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

保
護
費
追
加
給
付
の
お
知
ら
せ

　
平
成
25
年
の
生
活
扶
助
基
準
見

直
し
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
を
踏

ま
え
た
保
護
費
の
追
加
給
付
に
つ

い
て
、
現
在
生
活
保
護
を
受
給
さ

れ
て
い
な
い
世
帯
に
対
す
る
申
出

受
付
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
世
帯　
平
成
25
年
８
月
か

ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
間
に
南

丹
市
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
た
世
帯
の
う
ち
、現
在
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
世
帯
。

※
現
在
生
活
保
護
受
給
中
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
７
月
ま

で
に
追
加
給
付
を
行
い
ま
し
た
。

●
申
出
受
付
期
間　
令
和
８
年
８

月
１
日
～
令
和
９
年
７
月
31
日

●
申
請
場
所　
社
会
福
祉
課

問
社
会
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

国
民
年
金
保
険
料
の

育
児
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
令
和
8
年
10
月
1
日
か
ら
国
民

年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
お
子
さ

ま
を
育
て
て
い
る
父
母（
養
父
母

含
む
）は
、
養
育
す
る
子
が
1
歳

南丹市
ホームページ
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宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

●
受
付
期
間　

１
月
31
日
ま
で

（
予
定
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、
早

期
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
負
担
金
額　
３
，
０
０
０
円

〈
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
〉

　
耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
木
造
住
宅

を
対
象
に
、
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
所
在
地

や
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
補
助
額

が
違
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　
12
月
28
日
ま
で

（
予
定
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、
早

期
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
建
設
整
備
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
１

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
へ
の
ご

協
力
に
つ
い
て

　
今
年
も
10
月
１
日
か
ら
全
国
一

斉
に「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

お
一
人
お
ひ
と
り
の
善
意
に
も
と

づ
く
社
会
福
祉
増
進
の
た
め
の
募

金
活
動
で
す
。

　
毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す「
一
般

募
金
」と「
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
」の
戸
別
募
金
を
、今
年
も
一
括

し
て
募
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
の
７

割
は
、
南
丹
市
の
地
域
福
祉
の
た

め
に
使
わ
れ
、
残
り
の
３
割
は
、

南
丹
市
を
含
む
広
域
的
な
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
活
動
に
使
わ
れ

ま
す
。募
金
の
使
い
み
ち
は
、南
丹

市
共
同
募
金
委
員
会
で
検
討
し
、

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
地
域

で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
助
成
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
南
丹
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
０
９
４
７

膠
原
病
、
神
経
・
筋
疾
患
個
別
医

療
相
談
の
ご
案
内

　
専
門
医
に
よ
る
個
別
医
療
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

〈
膠
原
病
相
談
〉

●
日
時　
10
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　
京
都
府
南
丹
保
健
所

●
対
象　

膠
原
病
で
療
養
中
の

方
、
ま
た
は
手
指
の
蒼
白
化（
レ

イ
ノ
ー
現
象
）や
手
指
等
の
関
節

炎
、
関
節
痛
、
皮
膚
が
硬
く
な
る

な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

〈
神
経
・
筋
疾
患
相
談
〉

●
日
時

①
11
月
24
日（
火
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

②
12
月
４
日（
金
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

●
対
象　
神
経
・
筋
疾
患
で
療
養

中
の
方
、
ま
た
は
手
足
が
ふ
る
え

る
、
力
が
入
り
に
く
い
筋
肉
が
や

せ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

●
場
所

①
京
都
府
南
丹
保
健
所

②
国
保
京
丹
波
町
病
院

〈
共
通
事
項
〉

●
定
員　
５
名
程
度

●
申
込
方
法　
膠
原
病
は
10
月
９

日（
金
）ま
で
に
、
神
経
・
筋
疾
患

は
10
月
30
日（
金
）ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
保
健
課

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
２
９
７
９

「
お
薬
手
帳
」を
活
用
し
ま
し
ょ

う
！

　
「
お
薬
手
帳
」に
薬
局
で
も
ら
っ

た
薬
や
血
圧
等
の
検
査
結
果
等
、

個
人
の
健
康
の
記
録
を
記
載
し
て

お
き
、そ
れ
を
薬
剤
師
や
医
師
、歯

科
医
師
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

薬
の
重
複
や
相
互
作
用
が
起
こ
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

う「
電
子
版
お
薬
手
帳
」は
、
服
用

タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
ア
ラ
ー
ト
機
能

や
過
去
に
処
方
・
調
剤
さ
れ
た
薬

剤
情
報
の
把
握
・
管
理
を
容
易
に

す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
し

た
機
能
等
の
活
用
で
安
心
安
全
な

医
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
時（
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
を
携
帯
し
た
場
合
）に
も

自
分
が
服
用
し
て
い
た
薬
に
つ
い

て
、
確
実
に
医
療
従
事
者
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
有
用
で

す
。「
お
薬
手
帳
」を
上
手
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
環
境
衛
生

課
衛
生
・
検
査
係

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
４
７
５
４

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
11
月
２
日（
月
）納
期
限
〉

・
市
府
民
税
・
森
林
環
境
税（
普

通
徴
収
）第
３
期
分　
　

問
税
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
学
校
給
食
費
10
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
10

月
分

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

・
介
護
保
険
料
第
５
期
分

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
10
月
分

・
保
育
所
延
長
保
育
料
９
月
分

・
一
時
保
育
料
９
月
分
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子
育
て
支
援

「
ほ
め
て
☆
ス
マ
イ
ル
講
座
・
前

期
」を
開
催
し
ま
す

　
こ
ど
も
は
、「
ほ
め
ら
れ
る
」こ

と
で「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
が
好

き
」と
い
う
気
持
ち
が
育
ち
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ほ
め
る
育
児
」を
テ
ー

マ
に
登
録
制
の
シ
リ
ー
ズ
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
少
人
数
制
で
お
互

い
の
悩
み
を
共
有
し
、
大
人
も
ス

マ
イ
ル
に
な
れ
る
よ
う
な
講
座
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
９
月
30
日（
水
）、
10
月

６
日（
火
）、
10
月
20
日（
火
）、
11

月
10
日（
火
）、
11
月
24
日（
火
）

※
各
日　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
全
５
回
と
も
欠
席
の
な
い
よ
う

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所　
市
役
所　

※
９
月
30
日
の
み
２
号
庁
舎
２
階

第
２
０
１
会
議
室

10
月
６
日
～
11
月
24
日
は
、
２
号

庁
舎
１
階
１
０
１
会
議
室

●
対
象
者　
１
歳
～
４
歳
頃
の
お

こ
さ
ま
の
保
護
者
。
ま
た
は
、
ご

興
味
の
あ
る
保
護
者
。

●
募
集
人
数　
10
人

●
内
容　
講
話
、
意
見
交
流
、
ほ

め
か
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど

人
材
募
集

南
丹
市
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に

つ
い
て

　

令
和
８
年
度（
令
和
９
年
度
採

用
）の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

●
受
付
期
限　
10
月
23
日（
金
）

午
後
４
時
30
分
ま
で

●
試
験
日　
　

・
一
般
事
務　

　
第
１
次
試
験　

　
11
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～

・�

専
門
職（
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
・
技
師
・
保
健
師
）

　
第
１
次
試
験　

　
12
月
20
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～

●
要
項
配
布
場
所　
市
役
所
１
号

庁
舎
３
階　
人
事
課　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
要

綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
人
事
課　
　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
８

令
和
８
年
度
全
国
ひ
と
り
親
世
帯

等
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　
全
国
の
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯

お
よ
び
養
育
者
世
帯
の
生
活
の
実

態
を
把
握
し
、
ひ
と
り
親
世
帯
等

に
対
す
る
福
祉
対
策
の
充
実
を
図

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
た「
全
国
ひ
と
り
親

世
帯
等
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
の
た
め
、
ご
自
宅
へ
調
査

員
が
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
対
象
者　
全
国
の
無
作
為
に
抽

出
さ
れ
た
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯

お
よ
び
父
母
の
い
な
い
児
童
の
い

る
世
帯　

※
す
べ
て
の
ひ
と
り
親
の
方
が
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
調
査
事
項　

世
帯
状
況
、
住

居
・
仕
事
・
こ
ど
も
の
状
況
、
福

祉
関
係
の
公
的
制
度
の
利
用
状

況
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
相
談
相

手
な
ど

●
調
査
の
時
期　
令
和
８
年
11
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

・
幼
稚
園
給
食
費
10
月
分

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
９
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
10
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４

期
分

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。

　

ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

こども家庭庁
ホームページ

南丹市
ホームページ
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●
講
師　
公
認
心
理
師　

●
託
児　
希
望
者
に
は
託
児（
無

料
）を
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　
９
月
28
日（
月
）ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
託
児
希
望
の
有
無
、
お
こ
さ

ま
の
氏
名
・
年
齢
を
記
載
し
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

FAX
０
７
７
１
－
６
８
－
１
１
６
６

b
e
-k
o
d
o
m
o
@
c
ity
.

nantan.lg.jp
suinantan

南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ

ン
タ
ー
全
体
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

ま
つ
だ
こ
う
き
が
や
っ
て
く

る
！
マ
ジ
ッ
ク
＆
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー

●
日
時　
11
月
21
日（
土
）　

午
前
10
時
50
分
～
午
前
11
時
45
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

①
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

と
そ
の
家
族

②
南
丹
市
在
住
・
在
勤
の
方
と
そ

の
家
族

●
定
員　
30
名

●
申
込
方
法　
11
月
18
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

カ
フ
ェ
よ
っ
と
い
で〈
10
月
〉

　
は
じ
め
て
の
腹
話
術
を
楽
し
も

う
！
＆
カ
フ
ェ

●
日
時　
10
月
17
日（
土
）　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
旧
平
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム

●
参
加
費　
大
人
１
人
５
０
０
円

小
学
生
～
高
校
生
１
人
２
０
０
円

未
就
学
児
０
円

●
申
込
方
法　
10
月
15
日（
木
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
や
ま
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
よ
っ
と
い
で
」 

桂

TEL
０
９
０
－
５
０
６
１
－
９
７
５
６

凸
凹
さ
ん
育
児
お
し
ゃ
べ
り
会

ｐ
ｏ
ｎ
ｏ
カ
フ
ェ

　
不
登
校
や
育
て
に
く
さ
な
ど
子

育
て
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保
護

者
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り
会
で

す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
日
頃

の
疑
問
や
悩
み
を
話
し
合
っ
た

り
、
情
報
交
換
を
し
て
少
し
気
持

ち
を
軽
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
日
時　
10
月
13
日（
火
）　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

●
場
所　
亀
岡
市
役
所
地
下　
開

か
れ
た
ア
ト
リ
エ 

●
料
金　
３
０
０
円 

●
対
象　
発
達
障
害
や
不
登
校
、

引
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
が
お
ら

れ
る
方
、
な
ん
と
な
く
子
育
て
が

う
ま
く
い
か
な
い
と
感
じ
る
方 

●
申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

問
凸
凹
さ
ん
育
児
保
護
者
サ
ー
ク

ル
p
o
n
o
（
ポ
ノ
） 

TEL
０
８
０
－
５
６
３
３
－
３
４
１
６

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
10
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
、
同
場
所
で
、
み
ん

な
の
居
場
所「seedbase

（
シ

ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま
す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー〈美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）　

※
旧
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
２
木
曜
日
の
午

前
10
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
２
階
多
目

的
室

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

申込フォーム

申込フォーム
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

10月14日（水） ①14：00～
②15：00～

予約時に案内しま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談の
予約フォーム→

10月28日（水）
特設人権相談
（要予約） 10月13日（火） ①13：30～

②14：30～ 八木市民センター

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談（要予約）

弁護士による相談
10月21日（水） 14：00～15：00 市役所中央庁舎

1階相談室 福祉相談課
TEL0771-68-0023社会福祉士による相

談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 10月27日（火） 13：00～16：00 市役所中央庁舎

1階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

10月5日（月）

13：00～15：00

そよかぜ八木

社会福祉課
TEL0771-68-0007

10月17日（土） そよかぜ美山
10月20日（火） そよかぜ日吉
10月23日（金） 京都太陽の園

●
場
所　
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

※
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
む
つ
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

※
土
曜
ひ
ろ
ば 

休
日
や
雨
の
日

の
親
子
の
居
場
所
と
し
て
土
曜
日

に
開
放
し
ま
す
。
予
約
不
要
で

す
。　

●
日
時　
10
月
３
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
正
午
～

午
後
１
時
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で「
あ
げ
ま
す
く
だ
さ
い
の
日
」を

開
催
し
ま
す
。

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
振
替
休
館
の
お
知
ら
せ

●
日
時　

10
月
５
日（
月
）は
終

日
、
振
替
の
休
館
と
な
り
ま
す
。

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

●
日
時　
10
月
６
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う
〉

●
日
時　
10
月
９
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

●
日
時　
10
月
26
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費　
１
，
５
０
０
円
、
託

児
一
人
に
つ
き
５
０
０
円

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
10
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
水
分
や
汗
拭
き
タ
オ
ル

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

毎
火
曜
日
は
公
認
心
理
師
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」を
し
て
い
ま

す
。

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉　

●
日
時　
10
月
２
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

Instagram LINE

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119　　　
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る
合
同
就
職
説
明
会

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
３

エ
コ
ー
み
や
ま　
20
周
年
記
念
コ

ン
サ
ー
ト

　

美
山
町
で
楽
し
く
歌
っ
て
20

年
。
初
期
の
頃
の
歌
、
大
切
に
歌

い
続
け
て
き
た
歌
、
新
し
く
挑
戦

す
る
歌
を
心
を
こ
め
て
歌
い
ま

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　
10
月
18
日（
日
）

午
後
２
時
開
演（
開
場
１
時
30
分
）

●
場
所　
美
山
文
化
ホ
ー
ル

問
エ
コ
ー
み
や
ま

TEL
０
９
０
－
７
３
４
１
－
８
２
５
７

第
28
回
洞
峠
の
風
に
ふ
れ
あ
う
交

流
会

　
美
山
町
豊
郷
と
綾
部
市
奥
上
林

を
結
ぶ
古
道「
洞
峠
」の
山
頂
を
め

ざ
し
ま
す
。
下
山
し
た
後
は
綾
部

側
で
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
10
月
25
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
集
合
、
午
前
10
時

出
発

催
し

京
都
南
丹 

園
部
城
祭
り
の
ご
案

内
　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都

丹
波
開
催
に
伴
い
改
修
さ
れ
た
園

部
公
園
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
10
月
３
日（
土
）　

午
前
11
時
～
午
後
９
時

●
場
所
　
園
部
公
園

●
内
容
　
丹
波
大
食
堂（
す
ぱ
ー

く
周
辺
）、
南
丹
楽
市
楽
座
、
東

屋
ス
テ
ー
ジ（
演
武
や
吹
奏
楽
な

ど
）、お
城
花
火
点
火（
午
後
７
時
）

●
駐
車
場　
園
部
公
園
、
市
役
所

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
商
工
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
８
０

FU
KU
SHI

就
職
フ
ェ
ア
京
都
丹
波

●
日
時　
10
月
17
日（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　

ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

●
内
容　
高
齢
・
障
害
・
児
童
関

係
事
業
所
な
ど
26
法
人
が
出
展
す

相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

10月8日（木）

13：30～16：30

園部納税協会 園部納税協会
TEL0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

10月15日（木） 亀岡商工会議所

10月22日（木） 園部納税協会

多重債務無料法律
相談（要予約） 10月27日（火） 17：00～18：30 園部文化会館

会議室

南丹市消費生活相談
窓口
（TEL0771-68-0100）

行
政
・
法
律

司法書士
相続・遺言
無料相談（要予約）

10月20日（火） 14：00～16：00 京都地方法務局
園部支局

京都司法書士会
TEL075-585-4113

行政相談 10月13日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
３階会議室

京都行政監視相談セ
ンター
TEL075-802-1100

南丹市無料法律相
談会（要予約） 10月20日（火） 13：00～16：00 日 吉 生 涯 学 習 セ ン

ター第2会議室
総務課
TEL0771-68-0002

京都府
ホームページ

くわしくは
こちら
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〈
舞
台
発
表
の
部
〉

●
日
時　
10
月
31
日（
土
）・
11
月

１
日（
日
）

午
前
９
時
40
分
～
午
後
5
時

※
今
年
度
は
30
回
記
念
と
し
て
舞

台
発
表
を
２
日
間
の
日
程
に
し
て

い
ま
す
。

※
10
月
31
日（
土
）に
文
化
体
験
と

し
て「
邦
楽
体
験
」と「
ダ
ン
ス
体

験
」を
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

吹
奏
楽
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
朗
読
、
邦
楽
、
コ
ー
ラ
ス
、

大
正
琴
、
日
本
舞
踊
、
太
極
拳
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
、
３
B
体
操
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
な
ど

※
10
月
31
日（
土
）・
11
月
1
日

（
日
）午
前
10
時
か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
の
出
店
や「
焼
き
そ
ば
」な
ど
の

販
売
が
あ
り
ま
す
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２  

日
吉
町
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

〈
展
示
の
部
〉

●
日
時　
10
月
31
日（
土
）午
後
１

時
～
11
月
３
日（
火
・
祝
）午
後
３

時●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●
内
容　
書
道
、
絵
画
、
写
真
、

●
日
時　
10
月
21
日（
水
）
～
12

月
７
日（
月
）期
間
中
、
展
示
入
替

〈
出
演
の
部
〉

・
メ
イ
ン
日
程

10
月
31
日（
土
）・
11
月
１
日（
日
）

午
前
10
時
～

・
健
康
体
操
体
験

11
月
13
日（
金
）午
前
10
時
～

・
丹
波
史
談
会
歴
史
発
表
会

11
月
21
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

・
大
正
琴
と
ピ
ア
ノ
発
表
会

11
月
８
日（
日
）午
後
１
時
～

・
園
部
吹
奏
楽
団
演
奏
会

11
月
29
日（
日
）午
後
２
時
～

問
園
部
町
文
化
協
会
事
務
局（
月

曜
・
祝
日
休
館
）

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
２
０

第
30
回
南
丹
市
八
木
町
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す

〈
展
示
発
表
の
部
〉

●
日
時　
10
月
28
日（
水
）
～
11

月
1
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
及
び
3
階
、
研

修
室
１・
２
、
和
室

●
内
容　

絵
手
紙
、
俳
句
、
書

道
、
手
芸
、
絵
画
、
工
作
作
品
な

ど
と
八
木
町
内
の
園
、
児
童
生
徒

作
品

南
丹
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

●
日
時　
10
月
28
日（
水
）

※
開
始
時
間
な
ど
は
申
込
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
所　
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都

ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
参
加
資
格　
大
会
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
け
る
方

●
競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
イ（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
）

●
参
加
費　
１
２
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法　
10
月
18
日（
日
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

※
で
き
る
だ
け
４
人
１
組
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都
ゴ
ル
フ

倶
楽
部

TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
１
２
３
４

第
51
回
南
丹
市
園
部
町
文
化
祭
開

催
の
ご
案
内

●
会
場　
園
部
文
化
会
館

〈
お
茶
席
〉

●
日
時　
10
月
31
日（
土
）

午
前
11
時
～
午
後
2
時

●
料
金　
３
０
０
円（
お
菓
子
付

き
）

〈
出
展
の
部
〉

●
集
合
場
所　
美
山
側
洞
公
民
館

綾
部
側
古
屋
公
民
館

●
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

●
持
ち
物　
水
筒
雨
具
お
弁
当

●
山
頂
で
の
交
流
会　
洞
峠
の
講

話
記
念
写
真

●
申
込
方
法　
10
月
20
日（
火
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
鶴
ヶ
岡
振
興
会

TEL
０
７
７
１
－
７
６
－
９
０
２
１

「
パ
ソ
コ
ン
会
計
実
務
教
室
」開
催

の
ご
案
内

　

納
税
協
会
推
奨
会
計
ソ
フ
ト

「
み
ん
な
の
青
色
申
告
」を
使
用
し

た
、
個
人
事
業
者
を
対
象
に
し
た

会
計
ソ
フ
ト
の
実
務
研
修
で
す
。

●
日
時　

10
月
28
日（
水
）・
29
日（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

●
内
容　
各
種
伝
票
入
力
・
試
算

表
・
決
算
書
等

●
受
講
料　
会
員
無
料
、
非
会
員

４
，
４
０
０
円（
当
日
徴
収
）

●
場
所　
公
益
社
団
法
人　
園
部

納
税
協
会
２
階
会
議
室

●
持
ち
物　
筆
記
用
具（
パ
ソ
コ

ン
、
ソ
フ
ト
は
用
意
し
ま
す
）

●
定
員　
14
名（
先
着
順
）　

問
公
益
社
団
法
人
園
部
納
税
協
会

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
０
３
９
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お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

※
お
弁
当
を
注
文
さ
れ
る
方
は
、

家
族
会
会
員
１
，
０
０
０
円
、
非

会
員　
１
，
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。

問
南
丹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

園
部
事
務
所　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
３
１
５
０

東
胡
麻
文
化
振
興
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

〈
東
胡
麻
城
跡
～
塩
貝
城
跡（
大
戸

城
）ハ
イ
キ
ン
グ
〉

●
日
時　
11
月
８
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
出
発
～
正
午
過
ぎ

頃
帰
着

●
集
合
場
所　
東
胡
麻
区
会
議
所

前●
参
加
費　
１
名
１
，
０
０
０
円

　
（
保
険
料
な
ど
）

●
申
込
方
法　
11
月
１
日（
日
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
鳥
ヶ
岳
５
４
２
ｍ
ハ
イ
キ
ン
グ
〉

●
日
時　
12
月
13
日（
日
）午
前
８

時
30
分
出
発
～
正
午
過
ぎ
頃
帰
着

●
集
合
場
所　
東
胡
麻
区
会
議
所

前●
参
加
費　
１
名
１
，
０
０
０
円

　
（
保
険
料
な
ど
）

●
申
込
方
法　
12
月
９
日（
水
）　

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
東
胡
麻
文
化
振
興
会　
芦
田　

TEL
０
９
０
－
７
８
７
０
－
６
５
５
０

生
活
習
慣
改
善
サ
ポ
ー
ト
講
座

心
と
身
体
を
整
え
る
養
生
×
睡
眠

●
日
時　
11
月
10
日（
火
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時

●
場
所　
園
部
文
化
会
館
3
階
大

研
修
室

●
対
象　
南
丹
市
民

●
定
員　
35
名（
先
着
順
）

●
申
込　
11
月
２
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。　

※
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業
で
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

「
南
丹
市
介
護
者
家
族
の
会
合
同

交
流
会
」を
開
催
し
ま
す

●
日
時　
11
月
11
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー　
ホ
ー
ル

●
内
容　
①
映
画
鑑
賞「
父
と
僕

の
終
わ
ら
な
い
歌
」

②
交
流
会

●
定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　
10
月
23
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

が
わ
か
る
体
力
測
定
会
を
実
施
し

ま
す
。

●
対
象　
65
歳
以
上
の
南
丹
市
民

●
内
容　
握
力
等
の
数
種
類
の
体

力
測
定

●
体
力
測
定
会　
日
程
・
会
場　

・
11
月
５
日（
木
）

　
国
際
交
流
会
館

　
①
午
前
10
時
～

　
②
午
前
11
時
～

・
11
月
10
日（
火
）

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
美
山
分
室

　
①
午
後
2
時
～

　
②
午
後
3
時
～

・
11
月
13
日（
金
）

　
日
吉
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　
①
午
前
10
時
～

　
②
午
前
11
時
～

・
11
月
17
日（
火
）

　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

　
①
午
後
1
時
30
分
～

　
②
午
後
2
時
30
分
～

※
体
力
測
定
会
の
２
週
間
後
に
結

果
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
10
月
14
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

陶
芸
、
版
画
、
手
芸
、
木
工
品
、

創
作
粘
土
な
ど
の
展
示
で
す
。

〈
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
〉

●
日
時　
11
月
３
日（
火
・
祝
）

午
後
０
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

●
内
容　
オ
カ
リ
ナ
、
漫
才
、
落

語
、
篠
笛
、
舞
踊
、
合
奏
、
歌
、

Ｋ
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
扇
舞
、
演
劇

な
ど
の
発
表
で
す
。

問
日
吉
町
文
化
交
流
協
会 

事
務
局

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
３
５

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
測
定
会

（
日
吉
町
胡
麻
地
区
）

　
「
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会
」主
催

で
月
に
一
回
体
組
成
計
測
定
が
で

き
ま
す
。

●
日
時　
10
月
16
日（
金
）・
11
月

20
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
45
分

●
場
所　
胡
麻
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
１
階

●
持
ち
物　

活
動
量
計
も
し
く

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
胡
麻
で
健
幸
測
ろ
う
会

TEL
０
８
０
－
５
２
９
０
－
８
９
０
０

な
ん
た
ん
体
力
測
定
会
参
加
募
集

　
簡
単
な
生
活
動
作
で
自
分
の
筋

力
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
体
力
年
齢

申込フォーム

申込フォーム
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お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

左：小林将太朗さん（通称コバ）
　　株式会社２０５代表取締役・いだ城城主
右：斎藤輝

ひかる
さん（通称サイコ）

　　いだ城文化人

・�

12
月
2
日（
水
）日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

・�

12
月
3
日（
木
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー

●
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
内
容　
事
業
説
明
、
個
別
相
談

●
定
員　
各
回
20
人

●
申
込
方
法　
各
実
施
日
の
３
日

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
持
ち
物

・
新
規
の
方　
初
回
登
録
セ
ッ
ト

・
継
続
参
加
者
の
方　

活
動
量

計
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

京
都
府
立
農
業
大
学
校

令
和
９
年
度 

学
生
募
集

●
募
集
人
数　
20
人
程
度

●
一
般
入
学
試
験
日
程

・
１
回
目　
11
月
6
日（
金
）

　
願
書
受
付　
10
月
1
日（
木
）～

　
10
月
23
日（
金
）

・
2
回
目　
12
月
18
日（
金
）

　
願
書
受
付　
11
月
2
日（
月
）～

　
12
月
4
日（
金
）

・�

3
回
目　
令
和
9
年
2
月
12
日

（
金
）

　

�

願
書
受
付　
令
和
9
年
1
月
4

日（
月
）
～
1
月
29
日（
金
）

問
京
都
府
立
農
業
大
学
校

TEL
０
７
７
３
－
４
８
－
０
３
２
１

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト

２
０
２
６
追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

　
ご
好
評
に
つ
き
、
緑
化
フ
ェ
ア

開
催
中
に
限
り
追
加
募
集
し
て
い

ま
す
。
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

健
幸
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
と

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

●
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

●
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
の
方

●
募
集
人
数　
先
着
１
０
０
名

●
申
込
方
法　
11
月
８
日（
日
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ

ー
ト
相
談
会
の
お
知
ら
せ
〉

　
健
幸
ポ
イ
ン
ト
追
加
募
集
に
あ

わ
せ
て
、
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
程
／
場
所

・
10
月
30
日（
金
）園
部
文
化
会
館

・�

11
月
2
日（
月
）保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
美
山
分
室

・�

11
月
4
日（
水
）日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

・�

11
月
6
日（
金
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー

・�
11
月
30
日（
月
）保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
美
山
分
室

・
12
月
1
日（
火
）園
部
文
化
会
館

お知らせコーナー

市内で活躍の人気ユーチューバー、南丹市文化観光大使に市内で活躍の人気ユーチューバー、南丹市文化観光大使に
　
８
月
18
日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の「
い
だ
ち
ゃ
ん
ね
る
」の
小
林

さ
ん
と
斎
藤
さ
ん
に
、
南
丹
市
文
化
観
光
大
使
と
し
て
新
た
に
委

嘱
を
行
い
ま
し
た
。
任
期
は
８
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

ま
で
。
２
人
は
園
部
町
で
古
民
家
を
再
生
し
、『
い
だ
城
』と
命
名
し

た
お
城
を
建
設
中
。「
若
者
の
フ
ァ
ン
が
南
丹
市
を
訪
れ
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
ま
た
園
部
城
と
い
う
す
ば
ら
し
い
お
城

が
南
丹
市
に
あ
る
こ
と
を
み
ん
な
に
誇
り
に
感
じ
て
ほ
し
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。
２
人
は
さ
っ
そ
く
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
南

丹
市
会
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
。
南
丹
市
の
魅
力
が
若
い
世
代
に

ダ
イ
レ
ク
ト
に
届
き
、
足
を
運
ん
で
く
れ
る
若
い
人
が
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

南丹市
ホームページ
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：28,802人（−43）
　（男：14,028人

（−20）
・女：14,774人

（−23）
）

●世帯数：14,319世帯（−24）
（令和8年9月1日現在）

（　）内は前月比

　
今
号
で
は
、
地
域
で
温
か
く
育

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
夏
の
思
い

出
を
は
じ
め
、
競
技
の
垣
根
を
越

え
て
笑
顔
で
交
流
を
深
め
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
の

活
気
あ
ふ
れ
る
姿
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
世
代
を
超
え
て
地
域
の
未

来
を
語
り
合
う
姿
は
と
て
も
頼
も

し
く
、
南
丹
市
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
に
か
け
て
は「
全
国
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
」を
は
じ
め
行
事
も

目
白
押
し
で
す
。
体
調
管
理
に
も

気
を
配
り
つ
つ
、
実
り
豊
か
な
南

丹
の
秋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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